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※事務局記入欄 

№ D-42 

【様式２】 

部門名： 
校内研修プログラム開発・実践部
門 

エントリー名： 
（愛媛県新居浜市立金栄小学校 黒河 幸彦  
平成 30年度第１回副校長 教頭等研修会） 

活動名：危機管理 
      ～危機管理意識を高める校内研修～ 

解決すべき課題： 

（１）児童、教職員に対する学校安全に関する危機管理意識の高揚 

（２）「いじめ未然防止」と「いじめ問題の組織的対応」 

目標・方針：※課題を解決するためにどんなストーリーやシナリオを構想して、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

（１）児童の登校の様子を見てみると、安全に対する意識が低い。また、若手教職員の危機意識の低さがあ
り、校内研修等で様々な事例研修、現地研修を行うことにより、危機管理意識の高揚を目指す。 

（２）いじめ防止対策推進法をふまえ、徹底的にいじめ根絶を図ろうという児童、教職員の強い信念を植え
付けさせることを目指す。 

活動内容：※目標・方針に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

（１）通学路における安全の確保のため、公民館、自治会、見守り隊、教育委員会、通学路安全対策アド
バイザーの協力を得て、通学路の点検を実施した。(写真１、２) 

（２）リスクマネジメントや教育法規の教職員研修を行い、安全教育に関する意識を高めた。(写真３) 
（３）全校児童によるなかま集会を行い、児童たちがいじめに対しての取組を各学年が発表した。(写真４)

また、絆アンケートの実施によりいじめの把握に努めた。(図１) 
（４）通学班集会を行い、通学路の確認、危険個所(図２)の確認など話し合い、安全に登校できる体制を

整えた。また、警察の方を招き、交通安全教室を実施し、安全に対する意識を高めた。（写真５） 
（５）地域住民とともに総合防災訓練を実施し、防災体制の充実と応急対策機能の向上を図った。(写真

６) 
（６）教職員による不祥事のための「自己チェック表」を毎月、実施し、自己管理の徹底をさせた。(図３) 

活動の成果： ※課題設定に対して、どんな影響、変化あったか、参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

（１）通学路の現場を確認することで、新たな改善点が出てきた。交差点のコーナーにラバーポールの設置を
市に要望したり、歩行者用信号機の設置を警察の方に要望したりなど、要望事項が確認できた。これに
より、教職員の危機管理意識の高揚につながった。 

（２）危機管理意識に対する児童への指導が教職員が共通理解のもと、熱意をもって実施され、学校安全
の指導に生かした。これにより、児童の危機意識に対する考えが高まった。 

（３）学校、家庭地域との連携を図ることで、安心・安全な学校づくりができ始めた。 
 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 

（１）危機管理意識を高揚させるために通学路の点検や地域住民との総合防災訓練を実施した。 
（２）管理職がリーダーシップを取り、率先して、研修講師になり、地域とも連絡を取り合うなど熱意をもって教

職員に伝え、全教職員を組織として動かした。 
（３）学校運営協議会が今年度から始まり、学校と家庭・地域が連携させた取組である。 

写真１「通学路合同点検」        写真２「通学路合同点検」       写真３「教職員研修」  

                      

写真４「なかま集会」                                 

                      

 写真５「交通安全教室」            写真６「総合防災訓練」  

     

 

     

  図１「絆アンケート」       図２「通学班一覧表」        図３「教職員自己チェック表」                                                                        


